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小川交流センター「みのり」

７月28日、小川交流センター「みのり」

　萩市東部集中豪雨で被災した、萩市小川コミュニティセンター（小
川支所・小川公民館）の移転新築が完了し、地区の皆さんや関係者約
120 人が出席して、災害から２年目となる７月 28 日に、萩市小川交
流センター、愛称「みのり」として竣工式が行われました。
　被災当日の午後１時頃には、原

はらなか

中川と田万川に囲まれた一帯は濁流に
のまれ、小川コミュニティセンターも大きな被害を受けました。新しい
施設は、支所と公民館に加え、被災した田万川方面団第２分団の消防器
庫の複合施設で、緊急避難場所の機能も備えるため、安全性に配慮し、
元の場所から南に約 300 ｍ移転、約３ｍかさ上げして建設しました。
　小川小学校３年の田村 馨

かおる

君が名付けた、地域の資源を活用した人々
の交流が「実り」があるようにという願いを込めた「みのり」という愛
称を披露。地区のコミュニティの交流の拠点として期待されています。
　式で野村市長は「小川地区は被害が大きく、多くの方が被災された。
やむを得ず移転された方も、住み慣れたこの地区に戻ってこられている。
また、当初は農地等の被害が大きく農業を止めようとされた方も多かっ
たが、苦難を乗り越え、被災した農地の整備を終え、今年の田植えも無
事にできた。まだまだ課題はあるが、復旧工事も順調に進んでいる。こ
のセンターが地区の復興のシンボルとして、皆さんで力を合わせて、み
のりの秋を迎えるように施設を活用してもらいたい」とあいさつ。
　小川小学校の児童、田万川保育園小川分園の園児らによる愛称看板の
除幕とくす玉割り、風船飛ばしや関係者によるテープカットの後、「ロス・
アミーゴス田万川」のフラメンコ披露や「友

とものぶ

信神楽保存会」による神楽
舞披露、餅まきで完成を祝いました。

区　　分
全体件数

Ａ

発 注 件 数 着手件数（完了含む） 完了件数

Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ａ Ｄ Ｄ／Ａ

公共土木施設災害復旧 270 件 270 件 100.0％ 266 件 98.5％ 229 件 84.8％

農地・農業用施設災害復旧 474 件 474 件 100.0％ 408 件 86.1％ 357 件 75.3％

林業施設災害復旧 18 件 18 件 100.0％ 18 件 100.0％ 18 件 100.0％

■土木・農地等災害復旧工事（補助事業） （平成 27 年７月末現在）

※件数は災害査定を行った箇所数。

■問い合わせ　災害復興局（０８３８７・6・２２１４）

　市が管理する河川や道路、農地・農業用施設などの補助事業となる災害復旧工事についてはすべての発注
を終え、県が管理する須佐川・田万川などの河川改修事業等に関連する工事を除き、平成 27 年度中の完了
を目指して復旧工事を進めています。

くす玉割りと愛称看板の除幕
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　県漁協須佐支店と須佐一本釣船団による、今年で 17 回目を迎える人
気のイベント。台風の影響で、一部の行事は中止されましたが、今年も
須佐沖で獲れた男命いかの直売をはじめ、イカレースなどで盛り上がり、
約 600 人が訪れました。８月 15、16 日を除く９月 27 日までの土・
日曜日午前９時 30 分から 11 時 30 分まで直売市も行われています（整
理券を午前８時 30
分から配布、なく
なり次第終了）。

　昭和 58 年の山陰豪雨災害の教訓を忘れな
いため、旧田万川町から行っている恒例行事
で、今年も消防団員 21 人、消防車８台、広
報車１台、指揮車１台により、田万川地域内
をパレードしました。

７月23日、田万川地域

７月27日、須佐漁港

　須佐夏祭りのフィナーレを飾る須佐湾大花
火大会。間近で見る迫力ある花火はもちろん
のこと、弥富龍

りゅうじん

神太鼓や、須佐出身の萩ふ
るさと大使きただにひろしさんのコンサート
などで、今年も大いに盛り上がりました。

７月25日〜28日、須佐地域

　小川交流センターの竣工式に続き、「萩市民防
災の日」の式典と防災講演会が、同センター交流
促進室で開催されました。

７月28日、小川交流センター「みのり」

　式典では、野村市長が「当時、交通や通信手段も途絶した。この体験
や教訓を次の世代に引き継ぐとともに、今後も同じような災害が起こり
得るという考えでの防災の仕組みづくりが必要」と改めて決意を語りま
した。
　防災功労者表彰では、防災活動などに功労のあった４人の方を表彰。
また、講演会では、原中川の氾濫により一時情報が途絶、孤立した特別
養護老人ホーム阿北苑の小

こ が わ

河里
さ と み

美施設長が、「７.28 豪雨災害を振り返
って」と題して、当日の阿
北苑の状況や、職員が一丸
となって入所者に犠牲を出
さずに避難を完了させたこ
となどを紹介。改めて災害
時の冷静な行動や協力体制
の大切さなどを知ることが
できました。

熱戦のイカレース▶

▲きただにひろしさん
コンサート

■
市
長
コ
ラ
ム
No.122

　

先
般
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
古
川
薫

氏
の
著
作
「
君
死
に
給
ふ
こ
と
な
か

れ 

￨ 

神か
み
か
ぜ
と
っ
こ
う
り
ゅ
う
こ
た
い

風
特
攻
龍
虎
隊
」
が
刊
行
。

著
者
自
身
の
飛
行
機
工
場
で
の
体
験

を
基
に
書
か
れ
た
作
品
。
戦
争
末
期

に
は
航
空
機
の
不
足
か
ら
、
布
張
り

の
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
呼
ば
れ
る
練
習

機
に
２
５
０
キ
ロ
爆
弾
を
抱
か
せ
敵

艦
に
体
当
た
り
さ
せ
る
作
戦
が
実

施
。
そ
の
練
習
機
の
修
理
に
端
を
発

す
る
物
語
で
あ
る
。

　

先
日
、
年
配
の
他
市
の
女
性
の
方

か
ら
、
戦
時
中
に
萩
の
女
学
校
に
在

学
の
折
、
動
員
で
航
空
機
の
燃
料
と

す
る
た
め
松し
ょ
う
こ
ん
ゆ

根
油
の
採
取
を
行
っ
た

が
、
場
所
の
特
定
が
で
き
る
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
昭
和
30
年

代
、
自
分
が
小
学
生
時
代
に
菊
ケ
浜

へ
行
く
と
、
松
の
巨
木
に
は
必
ず
V

字
型
の
採
取
の
痕
跡
が
あ
っ
た
。
念

の
た
め
実
地
に
見
聞
し
た
と
こ
ろ
、

松
の
自
浄
作
用
の
た
め
既
に
形
を
変

え
て
い
た
も
の
の
確
認
し
、
そ
の
旨

を
お
伝
え
し
た
。

　

戦
争
末
期
に
は
想
像
を
絶
す
る
出

来
事
が
展
開
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

70
年
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
る
。
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約
50
の
小
さ
な
火
山
の
集
ま
り
で
あ
る

活
火
山
・
阿
武
火
山
群
は
、
約
２
０
０
万

年
か
ら
約
１
万
年
前
に
か
け
て
噴
火
し
ま

し
た
。
阿
武
火
山
群
の
中
で
最
も
新
し
い

火
山
は
笠
山
で
す
。

　

内
陸
部
に
も
阿
武
火
山
群
の
火
山
は
あ

り
、
玄
武
岩
の
小
さ
な
溶
岩
台
地
や
溶
岩

流
と
ス
コ
リ
ア
丘
か
ら
な
る
組
み
合
わ
せ

の
火
山
や
、
安あ
ん
ざ
ん山

岩
や
デ
イ
サ
イ
ト
の
小

さ
な
溶
岩
台
地
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

む
つ
み
地
域
の
伏
馬
山
は
阿
武
火
山
群

の
中
で
も
比
較
的
大
き
な
ス
コ
リ
ア
丘

で
、
比ひ
こ
う高

（
高
さ
の
差
）
が
１
４
０
ｍ
あ

り
ま
す
。
ス
コ
リ
ア
と
は
、
花
火
の
よ
う

約
30
度
の
角
度
を
超
え
る
と
、
落
ち
て
き

た
ス
コ
リ
ア
は
積
み
あ
が
る
の
で
は
な

く
、
斜
面
を
転
が
り
始
め
ま
す
。
で
き
た

ス
コ
リ
ア
丘
の
山
の
斜
面
は
約
30
度
と
な

り
、
新
し
い
も
の
は
プ
リ
ン
を
伏
せ
た
よ

う
な
形
に
な
り
ま
す
。
降
り
積
も
っ
た
ば

か
り
の
ス
コ
リ
ア
丘
の
内
部
は
高
温
で
、

ス
コ
リ
ア
同
士
の
間
隙
に
あ
る
空
気
中
の

酸
素
に
よ
っ
て
酸
化
し
、赤
く
な
り
ま
す
。

　

ス
コ
リ
ア
丘
を
作
っ
た
噴
火
か
ら
し
ば

ら
く
し
て
、
噴
火
の
形
態
が
溶
岩
を
流
す

も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
ス
コ
リ
ア
に
比
べ

て
密
度
の
大
き
い
溶
岩
は
、
噴
火
口
ま
で

上
昇
す
る
途
中
で
ス
コ
リ
ア
を
壊
し
て
流

れ
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伏
馬
山
の
ふ

も
と
で
は
ス
コ
リ
ア
丘
の
下
に
溶
岩
台
地

が
広
が
り
ま
し
た
。
県
道
13
号
沿
い
に
広

が
る
平
ら
な
水
田
は
溶
岩
流
の
上
に
で
き

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
宇
う
り
ゅ
う立

地
区
に
は
湧
き
水
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
伏
馬
山
に
降
っ
た
雨
水
が

溶
岩
の
中
を
通
り
抜
け
、
湧
き
出
し
て
い

る
も
の
で
す
。
む
つ
み
地
域
に
は
こ
の
ほ

か
に
も
東
ひ
が
し
だ
い
台
の
伏
流
水
が
湧
き
出
る
羽は
づ
き月

な
ど
湧
水
地
が
多
数
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

（
２
１
・
７
７
６
５
）

に
噴
き
あ
が
っ
た
マ
グ
マ
の

し
ぶ
き
か
ら
ガ
ス
が
抜
け
た

黒
い
軽
石
の
こ
と
で
す
。
マ

グ
マ
の
し
ぶ
き
を
噴
き
上
げ

る
噴
火
を
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
式

噴
火
と
い
い
、
マ
グ
マ
の
し

ぶ
き
か
ら
で
き
た
ス
コ
リ
ア

が
地
面
に
降
り
注
い
で
で
き

た
地
形
が
ス
コ
リ
ア
丘
で

す
。

　

ス
コ
リ
ア
が
降
り
積
も
る

と
き
、
は
じ
め
は
噴
火
口
か

ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
溜
ま

り
、
ド
ー
ナ
ツ
状
に
山
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

降
り
続
き
、斜
面
の
角
度
が
、

伏馬山

　

気
軽
に
行
け
る
火
山
博
物
館
「
笠
山
」

と
、世
界
遺
産
で
み
る
火
山
と
人
の
関
わ

り
と
い
う
テ
ー
マ
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
で
す
。

■
と
き　

９
月
14
日
（
月
）
午
後
１
時
～

４
時
（
雨
天
決
行
）

※
午
後
０
時
50
分
ま
で
に
市
役
所
前
に
集

合
。

■
と
こ
ろ　

笠
山
、
萩
反
射
炉

■
行
程　

市
役
所
→
笠
山
山
頂
→
虎
ヶ
崎

→
北
東
海
岸
→
萩
反
射
炉
→
道
の
駅 

萩

し
ー
ま
ー
と
→
市
役
所

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
定
員　

15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切　

９
月
４
日

つ
「
東
台
」「
西
台
」
に
立
地
す
る
む
つ

み
演
習
場
で
、
天て
ん
の
う
ざ
ん

王
山
（
割
れ
目
噴
火
の

出
口
）
や
路
肩
で
見
ら
れ
る
溶
岩
（
玄げ
ん
ぶ武

岩
マ
グ
マ
と
流
り
ゅ
う
も
ん紋

岩
マ
グ
マ
が
混
ざ
っ

た
証
拠
と
し
て
安
山
岩
の
中
に
玄
武
岩
の

塊
が
見
ら
れ
る
）
観
察
や
、
歯
科
印
象
剤

に
よ
る
火
山
噴
火
実
験
な
ど
で
火
山
に
よ

る
大
地
の
で
き
方
を
学
ぶ

■
対
象　

小
学
３
年
生
～
高
校
生
の
20
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具
等

■
申
込
締
切　

９
月
18
日

■
申
込
方
法　

い
ず
れ
も
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
郵
送

■
主
催　

萩
市
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推

進
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５ 

萩
市
企
画
政
策
課

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
２
１
・７
７
６
５
）

■
と
き　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
雨
天
中
止
）

※
午
前
８
時
20
分
ま
で
に
市
役
所
前
に
集

合
。

■
と
こ
ろ　

自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
む
つ
み

演
習
場

■
内
容　

阿
武
火
山
群
の
構
成
火
山
の
一

むつみ演習場内のマグマが
混合した証拠の岩石
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10
月
５
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
が
世
帯
単
位
で
、
住
民
票
の
住
所

地
に
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
を

有
す
る
す
べ
て
の
方
に
１
人
ひ
と
つ
の
番

号
を
付
し
て
社
会
保
障
、
税
等
の
分
野
で

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
を
確
実
に
受
け
取
る
た

め
、
現
住
所
が
住
民
票
の
住
所
地
と
異
な

る
方
や
、
転
送
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方

は
９
月
25
日
ま
で
に
住
所
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

民
票
の
住
所
地
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
８
月
24
日
か

ら
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
居
所
情
報
登
録

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
住
民

票
の
住
所
地
以
外
へ
通
知
カ
ー
ド
を
送
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
が
必
要
な
方
】

▽
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
、
住

所
地
以
外
の
居
所
へ
避
難
し
て
い
る
方

▽
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待

等
の
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の
居
所
に
移

動
さ
れ
て
い
る
方

▽
平
成
27
年
10
月
５
日
以
降
長
期
間
に
わ

た
っ
て
医
療
機
関・施
設
等
に
入
院・入
所
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
入
院・
入
所
期

間
中
は
住
所
地
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
方

▽
右
記
以
外
の
方
で
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
住
所
地
で
通
知
カ
ー
ド
の
送
付

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

【
提
出
書
類
】

◦
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
に
係
る
居
所
情

報
登
録
申
請
書
（
本
庁
総
合
窓
口
お
よ
び

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
に
備
え
付

け
、
ま
た
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◦
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
運

転
免
許
証
な
ど
。
ま
た
、
書
類
の
種
類
に

よ
っ
て
は
２
点
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦
居
所
に
居
住
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

の
写
し
（
公
共
料
金
の
領
収
書
な
ど
）

◦
代
理
人
の
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類

（
委
任
状
な
ど
）

◦
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　

は
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
の
み

■
提
出
期
間　

８
月
24
日
～
９
月
25
日

■
提
出
先　

住
所
地
市
区
町
村
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
戸
籍
・
登
録
係（
２
５
・
３
４
９
３
）

マイナちゃん

　

本
校
は
、国
際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ
、

英
語
教
育
の
充
実
に
加
え
て
、
海
外
へ
の

修
学
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
も
、
在
学
中
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
旅
は
、
す
べ
て
が
新
鮮

な
驚
き
で
し
た
。
特
に
、
学
校
訪
問
で
現

地
の
高
校
生
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
最
高

の
思
い
出
で
す
。
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
と
態
度
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
、
こ
の
旅
で
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生

を
毎
年
受
け
入
れ
る
な
ど
、
異
文
化
体
験

の
場
を
一
層
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

体
験
が
、
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
深
い
学
び

の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
で
す
。
教
師
と
生
徒
と
の
関
わ

り
が
密
で
、
生
徒
は
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
を
持
っ

て
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
が
受
け
た「
心
を
育
て
る
教
育
」

を
大
切
に
し
、
生
徒
と
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
報
７
月
１
日
号
か
ら
市
内
の
３
高

校
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、萩
光
塩
学
院
高
等
学
校

が
自
校
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
総
務
課

（
２
５
・
３
１
４
１
）

　

萩
光
塩
学
院
で
は
、『
自
分
の
ま
わ
り

に
喜
び
と
光
を
ま
く
人
』
と
な
る
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
世
界
に
・
未
来
に
は
ば

た
い
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
新
た
な
挑
戦

を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
校
の
魅

力
を
、
生
徒
と
教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

　

萩
光
塩
学
院
は
、
笑
顔
と
活
気
に
溢
れ

た
学
校
で
す
。
文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
生

徒
が
主
役
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

す
。

　

こ
の
夏
、
萩
光
塩
は
山
口
県
開
催
の
世

界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
学
校
を
あ

げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
奉
仕
の
精
神
や

国
際
理
解
を
大
切
に
し
て
い
る
私
た
ち
萩

光
塩
の
生
徒
に
と
っ
て
、
今
回
の
取
り
組

み
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
学
期
に
は
、「
光
塩
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

が
一
丸
と
な
る
私
の
大
好
き
な
行
事
、
光

塩
バ
ザ
ー
が
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
萩
光
塩
で
し
か
体
験
で
き
な
い
た
く
さ

ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
自
身
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年　

濱は
ま
も
と本　

美み

ゆ

き
由
紀

教
諭
［
平
成
21
年
卒
業
］
三み

わ輪　

崇た
か
ま
る丸

４

修学旅行（シンガポール）
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ヨイショコショパレード
最優秀賞の兼田医院

萩・日本海大花火大会

住吉みこし
萩ゆかたコレクション

豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
萩
に
初
寄
港

　

７
月
28
日
、
大
型
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
、

萩
港
に
初
寄
港
し
ま
し
た
。
飛
鳥
Ⅱ
は
全

長
２
４
１
ｍ
、
５
万
１
４
２
ｔ
、
客
室
定
員

８
７
２
人
の
日
本
屈
指
の
大
型
客
船
で
す
。

　

船
上
で
の
歓
迎
式
の
後
、
乗
客
は
沖
合
の

優雅な外観の「飛鳥Ⅱ」と船上のプール

砂
浜
の
芸
術
家　

萩
・
菊
ヶ
浜 

砂
の
芸
術
祭

　

７
月
26
日
、「
萩
・
菊
ケ
浜 

砂
の
芸
術
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
37

チ
ー
ム
、
約
２
８
０
人
が
参
加
し
、
青
空
の

も
と
砂
像
の
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
各
部
門
の
表
彰
の
ほ
か
、
祝
世

界
遺
産
登
録
記
念
特
別
賞
、大
河
ド
ラ
マ「
花

燃
ゆ
」
放
映
記
念
特
別
賞
が
あ
り
、
萩
反
射

炉
や
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
な
ど
の
作
品

が
登
場
。

　

祝
世
界
遺
産
登
録
記
念
特
別
賞
は
、
小
学

生
の
部
の
椿
西
６
シ
ッ
ク
スの

「
反
射
炉
」
で
し
た
。

「
工
夫
し
た
の
は
、
世
界
遺
産
と
い
う
文
字
。

み
ん
な
と
協
力
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

夢
の
豪
華
寝
台
特
急
も
萩
に
お
目
見
え

　

豪
華
寝
台
特
急
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
の
山
陰
線
コ
ー
ス
の
特
別
運
行
が

７
月
25
日
か
ら
始
ま
り
、
26
日
に
東
萩
駅
に

初
停
車
、
ツ
ア
ー
客
約
40
人
が
松
下
村
塾
な

ど
の
萩
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
東
萩
駅
や

沿
線
で
は
、
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
深
緑
の

列
車
の
姿
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、
サ
ロ
ン
カ
ー
等
が
連
結
さ

れ
た
寝
台
列
車
と
し
て
大
阪
～
札
幌
間
を
運

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に
26
年
間

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
５
月
か
ら
特
別
臨
時

列
車
と
し
て
新
た
に
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
山
陰
コ
ー
ス
は
９
月
21
日
ま
で
の
計
６

往
復
、
東
萩
駅
に
停
車
し
ま
す
。

飛
鳥
Ⅱ
か
ら
ボ
ー
ト
で
上
陸
し
、
夏
み
か

ん
ジ
ュ
ー
ス
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
の

歓
迎
を
受
け
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

松
下
村
塾
や
萩
反
射
炉
な
ど
の
観
光
地
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
が
萩
に
寄
港
す
る
の
は
今

年
６
回
目
で
、
９
月
15
日
に
は
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
探
検
船
シ
ル
バ
ー
デ
ィ
ス
カ
バ

ラ
ー
が
初
寄
港
す
る
予
定
で
す
。

祝世界遺産登録記念特別賞
椿西６「反射炉」
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［左から］杉浦郁
あやね

音さん、小谷萌
も ね

寧さん、伊
いよ お か

豫岡凌
りょうへい

平
さん（以上萩西中３年）、中野美

みさき

咲さん（明木中３年）、
村　栄

ともろう

朗さん（光塩学院中２年）

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
　
イ
ギ
リ
ス
に
出
発
！

　

７
月
24
日
、
市
役
所
で
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
英
国
語
学
研
修
」
の
出
発
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
国
際
的
視

野
の
広
い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で

今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
選
ば
れ
た
５
人
は
、「
広
い
視
野
を

身
に
つ
け
た
い
」「
多
く
の
人
と
交
流
を
深

め
、た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
っ
て
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
８
月
13
日

ま
で
の
16
日
間
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ロ
ー
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

へ
の
参
加
の
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の
長
州

フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

萩
博
物
館
ト
レ
イ
ン
ツ
ア
ー 

今
年
も
出
発
進
行
！

世
界
の
ス
カ
ウ
ト
が
山
口
・
萩
に
！

ロンドン大学でのシンポジウム〔左から〕舟
ふな

戸
と

陽
よう

介
すけ

、
恩
おん

村
むら

悠
ゆう

河
が

（以上、萩高校２年）、波
は だ

田真
ま

優
ゆ

（萩高校３年）、
楊
やな

井
い

威
たかのぶ

信（萩高校２年）、村　吾
ご

朗
ろう

（萩光塩高校１年）

充
実
し
た
研
修
を
終
え
、

英
国
か
ら
帰
国

　

７
月
21
日
か
ら
「
萩
市
日
英
学
術
交
流

１
５
０
年
記
念
ロ
ン
ド
ン
大
学
研
修
」
に
参

加
し
た
、
５
人
の
高
校
生
が
、
英
国
で
の
充

実
し
た
研
修
を
終
え
、
一
回
り
大
き
く
成
長

し
て
、
７
月
29
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
、
萩
市
日
英
学

術
交
流
１
５
０
年
記
念
ロ
ン
ド
ン
大
学
研
修

に
つ
い
て
は
、
８
月
下
旬
に
報
告
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

萩博物館で元気に出発宣言

　

８
月
１
日
、萩
の
海

の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
や

秘
密
を
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
、萩
博
物
館
な

ど
が
企
画
し
た
特
別

列
車
ツ
ア
ー
「
萩
・
海

の
学
び
ト
レ
イ
ン
ツ

ア
ー
」の「
ジ
オ
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
コ
ー
ス
」が
、８

月
１
日
に
萩
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

抽
選
で
選
ば
れ
た
親
子
47
人
は
、
萩
博
物

館
で
出
発
式
を
行
い
、
萩
駅
か
ら
乗
車
。
昼

食
は
東
萩
駅
で
県
漁
協
は
ぎ
女
性
部
に
よ
る

萩
の
海
の
幸
を
バ
イ
キ
ン
グ
で
堪
能
。
須
佐

で
は
畳
岩
の
探
訪
や
須
佐
湾
遊
覧
船
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指

す
須
佐
湾
の
地
質
を
夏
休
み
の
親
子
連
れ
が

学
び
ま
し
た
。

明倫小で、習字の体験を
するスカウト

ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
８
月
１
日
、
４
日
、
５
日
の

３
日
間
、
約
50
カ
国
の
約
１
４
０
０
人
の
ス

カ
ウ
ト
が
、
萩
博
物
館
や
大
河
ド
ラ
マ
館
な

ど
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
学
校
訪
問
に
よ

る
市
内
全
小
・
中
・
高
等
学
校
等
の
児
童
・

生
徒
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。。

　

７
月
28
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
世
界
ス
カ

ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
山
口
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
、

４
年
に
１
度
開
か

れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
世
界
最
大

の
祭
典
で
、
世
界

１
６
２
の
国
と
地

域
の
中
・
高
校
生

が
山
口
県
に
集
ま

り
、
キ
ャ
ン
プ
を

し
な
が
ら
世
界
の

仲
間
と
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
共
に
し

大河ドラマ館で萩の歴史を体験
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暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季

節
に
な
る
と
膀
胱
炎
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
き
ま
す
。
今
回
は
膀
胱
炎
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
ど
ん
な
症
状
？

　

お
し
っ
こ
を
す
る
と
キ
ュ
ー
っ
と
痛
く

な
っ
た
り
（
排
尿
時
痛
）、
尿
が
残
っ
て

い
る
感
じ
が
あ
っ
た
り
（
残
尿
感
）、
す

ぐ
に
お
し
っ
こ
に
行
き
た
く
な
る
（
頻

尿
）、
尿
が
い
つ
も
よ
り
濁
っ
て
い
た
り

（
混
濁
尿
）、
時
に
は
血
液
が
混
じ
る
（
血

尿
）
と
い
っ
た
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

◎
原
因
は
？

　

膀
胱
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
大
腸
菌
と
い
う

細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

感
染
は
細
菌
が
尿
道
か
ら
膀
胱
に
侵
入
し

て
く
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
本
来
は
細

菌
が
侵
入
し
て
き
て
も
排
尿
に
よ
り
洗
い

流
さ
れ
る
た
め
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
し
っ
こ
を
我
慢
す

る
、
水
分
摂
取
の
不
足
な
ど
で
尿
量
が
少

な
い
、
な
ど
が
あ
る
と
、
洗
い
流
し
効
果

が
不
十
分
と
な
っ
て
、
感
染
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

◎
ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
の
？

　

膀
胱
炎
は
圧
倒
的
に
女
性
に
多
い
病
気

で
す
。
主
な
理
由
は
体
の
構
造
に
よ
る
も

の
で
す
。
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
、
尿
が

出
る
尿
道
口
と
膀
胱
の
距
離
が
短
く
、
さ

ら
に
尿
道
口
と
膣
、
肛
門
の
距
離
が
近
い

た
め
に
細
菌
が
膀
胱
の
中
に
侵
入
し
や
す

い
の
で
す
。
特
に
、
性
交
渉
の
多
い
20
歳

代
と
閉
経
前
後
の
中
高
年
期
に
多
い
と
さ

れ
ま
す
。

◎
治
療
は
？

　

治
療
は
原
因
と
な
っ
た
細
菌
を
や
っ
つ

け
る
こ
と
で
、
多
く
の
場
合
は
抗
生
剤
を

使
用
し
ま
す
。
通
常
は
飲
み
始
め
て
１
～

２
日
で
症
状
は
落
ち
着
い
て
き
ま
す
が
、

処
方
さ
れ
た
と
お
り
す
べ
て
飲
み
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
中
途
半
端
に
使
用

し
て
し
ま
う
と
、
膀
胱
炎
を
繰
り
返
す
原

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、し
っ

か
り
水
分
を
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。
膀
胱

炎
に
な
る
と
排
尿
時
の
痛
み
の
た
め
、
水

分
を
控
え
て
し
ま
う
方
が
お
ら
れ
ま
す

が
、逆
で
す
。
細
菌
を
洗
い
流
す
た
め
に
、

119

萩
市
国
民
健
康
保
険
見
島
診
療
所　

☎
０
８
３
８
・
２
３
・
３
３
２
４

見島診療所 所長

医師：西
にしはら

原 聡
さとし

志

水
分
を
多
め
に
摂
取
し
、
尿
を
作
っ
て
ど

ん
ど
ん
排
尿
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
高
齢
者
の
方
や
、
心
臓
、
腎
臓
に

問
題
が
あ
る
方
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　

膀
胱
炎
は
繰
り
返
す
こ
と
の
多
い
病
気

で
す
。
再
発
予
防
と
し
て
は
、
排
尿
・
排

便
後
は
前
か
ら
後
ろ
に
拭
く
よ
う
に
心
が

け
る
、
排
尿
を
我
慢
し
な
い
、
性
行
為
後

は
排
尿
す
る
、な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
過
中
に
悪
寒
や
発
熱
、
背
部

痛
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
膀
胱
に
と
ど

ま
ら
ず
尿
管
を
上
っ
て
腎
臓
ま
で
感
染
が

広
が
り
、
腎じ
ん
う
じ
ん
え
ん

盂
腎
炎
を
起
こ
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
腎
盂
腎
炎
は
命
に
関

わ
る
こ
と
が
あ
る
危
険
な
病
気
で
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
方
の
脳

検
査
の
実
施

　

萩
市
民
病
院
で
の
脳
検
査
（
任

意
検
査
）
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び

検
査
体
制
等
が
整
い
ま
し
た
の

で
、９
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
予
約
制
で
、
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
が
要
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
９
月
以
降
に
人

間
ド
ッ
ク
を
予
約
さ
れ
、
脳
検
査

を
希
望
の
方
は
萩
市
民
病
院
予
約

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
脳
検
査
は
、
検
査
数
が

制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、
検
査
を
希

望
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
に
は
実
施

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

自
動
あ
ん
ま
機
、
電
話
機
の
台
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
用
具
一
式
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
餅
つ
き
機
、
サ
イ

ド
ボ
ー
ド
、
室
内
用
犬
小
屋
、
萩

東
中
学
校
制
服
・
体
操
服
ジ
ャ
ー

ジ
下
、
油
絵
用
キ
ャ
ン
バ
ス

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

明
倫
小
学
校
百
年
誌
、史
都
萩

（
創
刊
号
～
49
号
）、着
物
、テ
レ
ビ

（
19
～
24
イ
ン
チ
）、米
保
冷
庫
、籾

す
り
機
、リ
ヤ
カ
ー
、原
付
ス
ク
ー

タ
ー
、ミ
シ
ン
（
10
年
前
く
ら
い

ま
で
に
販
売
さ
れ
た
旧
型
の
も

の
）、三
輪
自
転
車
、糸
紡
ぎ
機
、女

子
洋
服
（
80
～
１
０
０
㎝
）

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場

合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
講
座

■
と
き　

９
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

■
内
容　

コ
ッ
プ
や
皿
に
砂
を
吹

き
付
け
絵
柄
を
出
し
ま
す

○
バ
ザ
ー
の
お
た
す
け
講
座

■
と
き　

９
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
バ
ザ
ー

に
出
せ
る
テ
デ
ィ
ベ
ア
作
り　

■
定
員　

各
講
座
10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

約
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
８
月
末
ま
で
に
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
検
査
枠
の

関
係
上
、
今
年
度
の
脳
検
査
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

萩
市
民
病
院
予
約
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
１
２
３
５
）

問
い
合
わ
せ

市
民
課
（
２
５
・
３
１
４
７
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
等

を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
緩
和
す
る
為
に
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
に
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申

請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
９
月
15

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ

き
３
０
０
０
円

※
給
付
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
報
６
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
申
請
期
限　

９
月
15
日

■
申
請
方
法　

申
請
書
を
郵
送
ま

た
は
市
役
所
本
庁
、
各
総
合
事
務

所
、
支
所
・
出
張
所
の
窓
口
に
提

出■
支
給
日　

10
月
９
日
（
児
童
手

当
10
月
期
支
給
日
）

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

詐
欺
に
注
意
を

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
関
し
て
、
市
町
村
や
厚
生
労
働

省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
い

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
５
３
６
）

地
籍
調
査
実
施
地
区
（
椿

東
）
の
登
記
が
完
了

　

市
で
は
、
市
民
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地
籍

調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。平
成
24
年
度
に
地
籍
調
査（
一

筆
地
調
査
）
を
行
っ
た
区
域
の
登

記
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
完
了
地
区　

中
の
倉

■
地
籍
調
査
と
は

　

法
務
局
の
土
地
登
記
簿
と
備
え

付
け
地
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、

地
番
・
地
目
・
面
積
が
実
際
の
土

地
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

新
し
く
正
確
な
地
図
・
記
録
（
地

籍
図
・
地
籍
簿
）
を
作
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
９
７
９
０
）

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得

状
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
現
況
届
ま
た
は
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当

者
に
は
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況

届
を
８
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い

場
合
、
12
月
期
の
支
払
い
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
両
手
当
と
も
、
平
成
27
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
所
得
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

■
必
要
書
類
等　

証
書
、
印
鑑
、

養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

■
提
出
期
限　

８
月
31
日

■
提
出
先　

市
役
所
本
庁
市
民
総

合
窓
口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
２
５
９
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届

■
必
要
書
類
等　

証
書
、
印
鑑
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

■
提
出
期
限　

９
月
10
日

■
提
出
先　

福
祉
支
援
課
、
各
総

合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、支
所
・

出
張
所

問
い
合
わ
せ

福
祉
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

鳥
獣
被
害
防
止
用
電
気
柵

の
安
全
確
保

　

静
岡
県
内
で
、
鳥
獣
被
害
防
止

用
電
気
柵
の
不
適
切
な
設
置
に
よ

る
感
電
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
に

は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
安
全
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
表
示
板
の
設
置

　

周
囲
の
人
が
容
易
に
視
認
で
き

る
位
置
や
間
隔
、
見
や
す
い
文
字

で
危
険
表
示
を
行
う
こ
と

②
電
気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受

け
た
電
源
装
置
の
使
用

　

電
気
柵
の
電
気
を
30
Ｖ
以
上
の

電
源
（
コ
ン
セ
ン
ト
用
の
１
０
０

Ｖ
等
）
か
ら
供
給
す
る
時
は
、
電

気
用
品
安
全
法
の
適
用
を
受
け
る

電
源
装
置
を
使
用
す
る
こ
と

③
漏
電
遮
断
器
の
設
置

　

電
気
柵
を
、
公
道
沿
い
な
ど
人

が
容
易
に
立
ち
入
る
場
所
に
施
設

す
る
場
合
で
、
30
Ｖ
以
上
の
電
源

日 開 議 日　程

 2日（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程
（全員協議会）

 3日（木） 10：00 議案質疑、一般会計決算審査特
別委員会の設置、委員会付託

 7日（月）〜
 9日（水） 10：00 一般質問

10日（木）
11日（金） 10：00 一般会計決算審査特別委員会

14日（月）
15日（火） 10：00 各常任委員会

18日（金） 14：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■と　き　9月2日（水）〜18日（金）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

萩 市 議 会 ９ 月 定 例 会

　

ふ
る
さ
と
情
報
紙
「
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
平
成
６
年
（
１
９

９
４
）
の
創
刊
以
来
、
２
カ
月

ご
と
に
発
行
し
、
全
国
各
地
の
萩

出
身
者
等
に
、
萩
の
情
報
や
ふ
る

さ
と
の
今
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

“
ふ
る
さ
と
萩
”
を
通
し
て
人
と
人

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん

や
、
お
孫
さ
ん
、
ご
親
戚
や
親
し

い
友
人
に
、
萩
の
情
報
満
載
の
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

依
頼
主
が
会
費
を
負
担
さ
れ
る

と
、
ご
家
族
な
ど
指
定
先
と
同
時

に
、
依
頼
主
に
も
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
発
行　

年
６
回
（
奇
数
月
）

■
年
会
費
（
送
料
込
）

一
般
会
員
２
０
０
０
円
、
特
別
賛

助
会
員
１
万
円
（
松
陰
カ
レ
ン

ダ
ー
等
贈
呈
）

■
会
費
の
納
入
方
法　

銀
行
引
落

（
全
国
の
都
市
・
地
方
銀
行
）、
郵

便
振
替
、
広
報
課
窓
口

■
内
容

①
萩
の
最
新
情
報

②
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出

身
者
の
投
稿
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
萩
の
企

業
・
店
舗
紹
介
「
萩
の
元
気
企
業

探
訪
」「
懐
か
し
い
店
」

④
萩
在
住
の
若
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
夢
追
人
」

⑤
高
校
同
窓
会
、
同
郷
会
だ
よ
り

⑥
全
国
で
開
催
さ
れ
る
萩
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
会
員
数　

約
１
６
５
０
人
（
市

内
含
め
県
内
37
％
、
関
東
地
区

30
％
、
関
西
地
区
そ
の
他
33
％
）

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
２
５
・
３
１
７
８
）

２
０
１
５
年
７
月
号（
１
２
４
号
）
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か
ら
電
気
を
供
給
す
る
と
き
は
、

危
険
防
止
の
た
め
に
、
15 

mA
以
上

の
漏
電
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
0.1

秒
以
内
に
電
気
を
遮
断
す
る
漏
電

遮
断
器
を
設
置
す
る
こ
と

④
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
設
置

　

容
易
に
開
閉
で
き
る
箇
所
に
、

専
用
の
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を

設
置
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
１
）

通
話
録
音
装
置
の
無
償
貸
与

　

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ナ
ウ

ン
ス
機
能
や
自
動
通
話
録
音
機
能

の
あ
る
、
電
話
の
「
通
話
録
音
装

置
」
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
概
ね
65

歳
以
上
で
、
高
齢
者
単
身
世
帯
、

高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
日
中
高
齢
者

の
み
と
な
る
世
帯
の
方
、
特
殊
詐

欺
被
害
に
あ
っ
た
方
な
ど

■
台
数　

18
台
（
先
着
順
。
申
込

者
へ
の
聞
き
取
り
・
書
類
審
査
の

後
、
貸
与
の
可
否
を
決
定
）

■
貸
与
期
間　

最
長
１
年
間

※
損
傷
・
亡
失
し
た
場
合
は
、
修

繕
等
に
係
る
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
開
始
日　

８
月
17
日
か
ら

問
い
合
わ
せ

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
・
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
追
加

◦
㈱
吉
田
興
産（
山
陽
小
野
田
市
、

０
８
３
６
・
８
３
・
８
５
０
０
）

　

水
道
工
事
等
を
行
う
時
は
、
必

ず
市
の
指
定
業
者
（
工
事
店
）
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

下
水
道
建
設
課（
２
５
・４
６
５
１
）

地域 氏名・住所 電話番号

萩

兼
か ね た

田英
ひ で お

生
（椿東）

25・6120

下
しもつま

間信
しんえい

英
（吉田町）

22・1143

齊藤 實
みのる

（相島）
25・8682

川上 烏
からすだ

田茂
し げ お

夫
（川上）

54・2303

田万川 吉田 匠
たくみ

（上田万）
08387・
2・0240

むつみ 佐々木仁
じんすけ

資
（高佐下）

08388・
8・0006

須佐 石田憲
の り お

雄
（須佐）

08387・
6・2144

旭
平田 J

ジャネット

anet
 P

ピラピィル

ilapil
（明木）

55・0536

福栄 白
しらがみあつこ

神敦子
（紫福）

53・0753

■萩警察署協議会委員

　

萩
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
サ

ポ
ー
ト
会
議
は
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き

こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
が
、
就

学
や
就
労
な
ど
自
立
し
た
社
会
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
、
各
分
野
の
関
係
機
関
で
構
成

さ
れ
た
協
議
会
で
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
話
を
伺
い
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
内
文
化
・
生

涯
学
習
課
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
２
５

・
３
５
１
７
）

■
対
象
者　

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
社
会
生
活
を
営

む
上
で
困
難
を
抱
え
る
40
歳
未
満

の
若
者
や
子
ど
も
、
そ
の
保
護
者

な
ど

■
相
談
内
容　

就
学
や
就
労
な

ど
、
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援

機
関
・
団
体
等
の
紹
介

■
相
談
員　

末
永
光み
つ
ま
さ正
（
社
会
教

育
指
導
員
）

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

　　

子
ど
も
・
若
者
を
支
援
す
る
方

の
知
識
・
技
能
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
27
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
講
義
室

■
内
容　
「
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
」
設
置
の
各
地
域

の
現
状
か
ら

■
講
師　

井
村
良よ
し
ひ
で

英
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人 

育
て
上
げ
ネ
ッ
ト

若
年
支
援
事
業
部 

担
当
部
長
）　

■
対
象
者　

子
ど
も
・
若
者
支
援

実
務
者
お
よ
び
子
ど
も
・
若
者
支

援
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

８
月
21
日
ま
で
に
、
文
化
・
生
涯

学
習
課
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

指
定
引
取
管
理
者
の
変
更

　

家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
）
を
処
理
す
る

際
の
直
接
持
ち
込
み
先
の
管
理
者

が
、
９
月
１
日
か
ら
変
更
さ
れ
ま

す
（
場
所
の
変
更
は
な
し
）。

○
変
更
後
の
管
理
者

中
国
名
鉄
運
送
株
式
会
社
萩
営
業

所（
萩
市
大
字
椿
東
２
９
１
８
︲
３
、

２
２
・
０
７
０
７
）

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

萩
警
察
署
協
議
会

　

警
察
署
協
議
会
は
、
警
察
署
の

業
務
運
営
に
住
民
の
意
見
を
反
映

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
協
議
会

委
員
は
、
地
域
性
、
年
齢
、
職
域

な
ど
を
考
慮
し
て
萩
市
か
ら
は
９

人
が
選
考
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
警
察
署
の
業
務
に
対
す
る
気

付
き
や
意
見
は
最
寄
り
の
委
員
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
萩
警
察
署
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
警
察
署
（
２
６
・
０
１
１
０
）

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
８
月
１
日
号
（
７
ペ
ー

ジ
）、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
に
出
場
す
る
萩
商
工
高
校
少

林
寺
拳
法
部
の
選
手
の
お
名
前
の

振
り
仮
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）阿
曽
沼
敏と
し
や
す康

→
（
正
）敏は
る
み
ち康
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「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」・「
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
」

①
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

【
花
壇
部
門
】

◦
個
人
の
部

◦
地
域
・
職
域
団
体
の
部

◦
学
校
花
壇
の
部

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

の
部
】

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど

▽
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）の
美
し
さ
、育
成
状
況
、

花
壇
づ
く
り
の
創
意
工
夫
な
ど

▽
審
査
日　

９
月
11
日
（
金
）

（
島
し
ょ
部
、
木
間
小
・
中
学
校
、

萩
地
域
以
外
の
学
校
は
９
月
７
～

10
日
に
事
前
審
査
）

②
萩
市
ま
ち
の
緑
賞

　

公
道
に
面
し
、生
け
垣
や
樹
木
・

花
木
に
よ
り
美
し
い
景
観
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
場
所

▽
審
査
日　

９
月
18
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

①
・
②
い
ず
れ
も
、

９
月
４
日
ま
で
に
、都
市
計
画
課
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
萩

市
ま
ち
の
緑
賞
は
樹
種
・
所
有
者
・

所
在
地
）
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
他
薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

「
萩
の
あ
ま
だ
い
」
料
理
の

実
演
と
ラ
ン
チ

　

著
書
や
テ
レ
ビ
番
組
で
広
く
知

ら
れ
る
、
東
京
の
和
食
料
理
店

「
分わ
け

と
く
山
」
の
野の
ざ
き
ひ
ろ
み
つ

㟢
洋
光
総
料

理
長
を
迎
え
て
、「
萩
の
あ
ま
だ

い
」
を
使
っ
た
料
理
の
実
演
と
昼

食
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
７
日
（
月
）
午
前

11
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

料
理
実
演
、
野
㟢
総
料

理
長
と
地
元
料
理
人
に
よ
る
「
萩

の
あ
ま
だ
い
」
を
使
っ
た
ラ
ン
チ

■
定
員   

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

３
５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
水
産
課
（
２

５
・
４
１
９
５
）
へ

越
ケ
浜
・
笠
山
地
区
地
域

交
流
イ
ベ
ン
ト

漁
業
集
落
・
越
ケ
浜
の
暮
ら
し

の
歴
史
と
笠
山
の
自
然
を
巡
る

　

門
名
や
せ
ま
い
路
地
な
ど
江
戸

時
代
か
ら
つ
づ
く
漁
業
集
落
の
暮

ら
し
の
歴
史
と
、
火
山
か
ら
生
ま

れ
た
地
質
や
植
物
な
ど
貴
重
な
自

然
を
持
つ
笠
山
を
巡
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
と
き　

９
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
（
小
雨
決

行
）

■
と
こ
ろ　

午
前
10
時
20
分
に
山

口
県
漁
協
は
ぎ
統
括
支
店
（
越
ケ

浜
）
裏
側
に
集
合

※
萩
市
役
所
～
越
ケ
浜
の
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
）。午
前
10
時
ま
で
に

市
役
所
前
駐
車
場
に
集
合
。

■
内
容　

越
ケ
浜
の
漁
業
集
落
な

ら
で
は
の
町
並
み
と
、
ジ
オ
サ
イ

ト
で
あ
る
明
神
池
や
風
穴
、
笠
山

山
頂
を
地
元
ガ
イ
ド
が
案
内

■
行
程　

越
ケ
浜
の
集
落
→
昼
食

（
漁
協
）
→
笠
山
の
自
然
に
つ
い

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

９
月
６
日（
日
）ま
で

▶
水
槽
で
展
示
飼
育
し
て

い
る
ミ
ノ
カ
サ
ゴ

◆
図
録　
「
吉
田
松
陰
の
手
紙
︲

萩
博
物
館
所
蔵
杉
家
寄
贈
資
料

︲
」　

萩
博
物
館
で
販
売
中

　

ミ
ノ
カ
サ
ゴ
が
水
の
中
を
ふ
ん

わ
り
た
だ
よ
う
姿
は
と
て
も
優
雅

で
す
。
し
か
し
、
安
易
に
近
寄
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
美
し
い

ひ
れ
の
先
に
は
、
猛
毒
の
ト
ゲ
が

あ
り
ま
す
。
刺
さ
れ
る
と
、
腫
れ

上
が
り
激
痛
が
数
時
間
続
き
、
め

　

ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
や
ア
オ
ザ

メ
な
ど
、
世
界
中
の
美
し
い
生
物

を
楽
し
め
る
「
べ
っ
ぴ
ん
！
美
形

い
き
も
の
帳
」。
世
界
の
生
物
の

標
本
や
剥は
く
せ
い製

だ
け
で
な
く
、
萩
の

海
に
い
る
美
し
い
生
物
も
展
示
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら

ミ
ノ
カ
サ
ゴ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
定
価
１
０
０
０
円
（
税
込
、
Ｂ

５
版
、
80
ペ
ー
ジ
）

　

現
在
開
催
中
の
特
設
展
示
「
兄

松
陰
と
妹
文
」
の
６
回
の
展
示
替

え
で
展
示
す
る
松
陰
の
手
紙
59
通

す
べ
て
を
紹
介
。

　

旅
先
か
ら
の
手
紙
24
通
と
萩
の

獄
中
か
ら
の
手
紙
35
通
を
カ
ラ
ー

図
版
で
掲
載
し
、
解
説
と
訳
文
を

付
し
て
い
ま
す

ま
い
、
吐
き
気
を
催
し
ま
す
。
ミ

ノ
カ
サ
ゴ
の
美
し
さ
は
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
少
し
離
れ
て
見
る
か
、

ま
た
は
本
展
会
場
の
水
槽
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
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て
解
説
→
明
神
池
、
風
穴
→
笠
山

山
頂

※
移
動
は
徒
歩
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
併
用
（
徒
歩
距
離　

午
前
は
約

1.5
㎞
、
午
後
は
約
0.5
㎞
）。

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

飲
み
物
、
歩
き
や
す

い
服
装

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
越
ケ

浜
・
笠
山
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

昼
食
、
保
険
代
ほ
か
）

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
込
開
始
日　

８
月
17
日
か
ら

主
催
・
申
し
込
み　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産

活
用
事
業
実
行
委
員
会
（
事
務
局

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
）

（
２
５
・
３
１
７
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４

・
０
５
０
５
、
メ
ー
ル info@

np
om

achihaku.com

）

福
栄
探
訪
ツ
ア
ー

〜
た
た
ら
遺
跡
と
福
栄
の

味
め
ぐ
り
〜

　

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
の
１
つ

「
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」
を

は
じ
め
と
し
た
福
栄
の
お
宝
め
ぐ

り
と
秋
の
味
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き　

９
月
18
日
（
金
）　

午

前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
（
市
役

所
正
面
玄
関
に
集
合
）

■
内
容　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺

跡
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
伝
説
の
遺

跡
、
願が
ん
ぎ
ょ
う
じ
た
ち
き
や
く
し

行
寺
立
木
薬
師
見
学
、
平

原
台
で
ブ
ド
ウ
狩
り
、
道
の
駅
ハ

ピ
ネ
ス
ふ
く
え
で
昼
食

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

２
５
０
０
円
（
ブ
ド

ウ
２
房
と
昼
食
代
）

主
催
・
申
し
込
み

９
月
４
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事

務
所
地
域
振
興
部
門（
５
２
・
０
１

２
１
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
団
地

◦
無
田
ヶ
原
（
３
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

◦
中
津
江
（
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

◦
第
二
無
田
ヶ
原
（
３
Ｄ
Ｋ
）
１

戸◦
東
萩
（
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

◦
中
津
江
（
単
身
入
居
可
、
２
Ｄ

Ｋ
）
２
戸

■
入
居
予
定
時
期　

10
月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と

◦
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

方
、
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

◦
住
宅
困
窮
者

◦
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

◦
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員

で
な
い

※
単
身
申
し
込
み
に
は
、
別
途
条

件
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

８
月
20
日
～
31
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
プ
ー
ル
お
さ
め

■
と
き　

９
月
２
日
（
水
）
午
前

11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園　

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

８
月
26
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　
　

８
月
29
日（
土
）

　

〜
９
月
27
日（
日
）

　

立
原
位
貫
は
、
高
度
な
浮
世
絵

版
画
の
彫ほ
り
す
り摺

の
技
法
を
独
学
で
習

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代

の
浮
世
絵
版
画
に
使
わ
れ
た
紙
や

絵
具
な
ど
の
素
材
や
、
馬ば
れ
ん連
を
は

じ
め
と
す
る
道
具
に
つ
い
て
の
研

究
を
重
ね
て
復
元
し
、
文
字
通
り

の
再
現
を
試
み
た
作
家
で
す
。

　

本
展
覧
会
は
、
復
刻
作
品
と
原

画
、
画
材
と
道
具
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
と
い
う
３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

で
構
成
し
、
立
原
位
貫
の
幅
広
い

活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料 

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

９
月
14
日
（
月
）

◆
タ
ッ
チ
＆
ト
ー
ク

復
刻
版
画
を
手
に
取
っ
て
鑑
賞

■
と
き　

毎
週
土
曜
日
、
午
前
11

時
～
正
午

※
参
加
無
料
、
観
覧
券
が
必
要
。

◆
記
念
講
演
会
「
立
原
位
貫
の
浮

世
絵
の
復
刻
」

■
と
き　

８
月
29
日
（
土
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

講
座
室
（
84
席
）

■
講
師　

浅
野
秀し
ゅ
う
ご
う

剛
（
大や
ま
と和

文ぶ
ん

華か
か
ん館

館
長
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美

術
館
館
長
）

※
聴
講
無
料
、
当
日
先
着
順
。

◆
伝
統
画
材
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
と
き　

８
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午
「
膠
に
か
わ」

②
と
き　

８
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
「
和
紙
」

③
と
き　

８
月
31
日
（
月
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午
「
青
色
の
色
料 

藍
・
青あ
お
ば
な花
」

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
多
目
的
室

■
定
員　

①
、
②
、
③
い
ず
れ
も

30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料
（
展
示
を
観
覧

す
る
場
合
は
、
観
覧
券
が
必
要
）

■
申
込
方
法　

受
講
す
る
全
員
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
講
座
の
番
号
を
明
記
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
・
２
４
０
３
）
ま

た
は
往
復
ハ
ガ
キ

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
７
４　

萩
市
平

安
古
町
５
８
６
︲
１　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
「
伝
統

画
材
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係
」
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萩
博
物
館
「
追
体
験
!

２
２
２
年
前
の
天
体
観
望
」

江
戸
時
代
の
人
が
見
た
天
体

　

寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）、
望

遠
鏡
を
使
い
、
日
本
で
最
初
の
天

体
観
望
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復

元
し
た
江
戸
時
代
の
望
遠
鏡
で
、

月
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
～
９
時
ま
で

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望
室

■
講
師　

吉
田
恭
き
ょ
う
い
ち一・

廣
兼
哲て
つ
ろ
う朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
定
員　

な
し

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
、
メ
ー

ル m
use@

city.hagi.lg.jp)

社
会
福
祉
公
開
講
座

■
と
き　

８
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
20
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
発
達
を
保
障
す
る
た
め

に
」

■
講
師　

近
藤
直な
お
こ子
（
日
本
福
祉

大
学 

子
ど
も
発
達
学
部
教
授
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

日
本
福
祉
大
学
同
窓
会

山
口
県
支
部

申
し
込
み

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団（
２
４
・
４

１
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
４
１
１

２
）
水
津

聞
こ
え
に
く
い
方
、
聞
こ

え
な
い
方
の
た
め
の
「
防

災
研
修
会
」

　

災
害
時
に
耳
の
不
自
由
な
方

は
、
ど
ん
な
こ
と
に
困
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
聞

こ
え
に
不
安
の
あ
る
方
や
家
族
の

方
も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

９
月
13
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
消
防
署

■
内
容　

も
し
地
震
や
災
害
が
起

き
た
ら
。
①
起
震
車
で
地
震
体
験

を
し
よ
う 

②
災
害
時
の
避
難
経

路
を
考
え
よ
う

■
参
加
料　

無
料

※
手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
、
磁
気

ル
ー
プ
席
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
（
２
４
・
５
８

５
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
５
１
５
５
）

福
祉
教
育
体
験
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

学
校
や
地
域
で
福
祉
体
験
学
習

を
補
助
し
、
子
ど
も
た
ち
の
福
祉

の
心
を
育
む
福
祉
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
で
す
。

■
と
き
・
内
容
（
全
２
回
）

９
月
14
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
▽
「
当
事
者
か
ら
み
る
福

祉
教
育
」
中
村
実み

え枝
（
山
口
県
立

大
学
非
常
勤
講
師
）「
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
の
方
法
」

９
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

～
４
時
▽
「
高
齢
者
擬
似
体
験
の

方
法
」「
車
椅
子
体
験
の
方
法
」

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

受
講
後
、
地
域
や
学

校
で
の
活
動
が
可
能
な
市
民

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
秋
期
）

　

萩
市
や
近
郊
に
在
住
の
外
国
人

の
方
が
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
基
礎
的
な
日
本
語
と
日
本
文

化
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
で
す
。

　

萩
の
近
代
工
業
化
に
ま
つ
わ
る

市
内
の
史
跡
10
カ
所
を
、
動
画
で

紹
介
す
る
「
幕
末
産
業
も
の
が
た

り
」
が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
画
サ
イ
ト
は
平
成
22
年

に
萩
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
に
よ

り
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
簡

単
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

芝
居
を
混
ぜ
な
が
ら
、
楽
し
く

わ
か
り
や
す
い
内
容
で
萩
の
史
跡

な
ど
を
説
明
し
た
動
画
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

〔
設
置
場
所
〕

萩
反
射
炉
、
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所

跡
、
松
下
村
塾
、
郡
司
鋳
造
所
遺

構
広
場
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺

跡
（
現
在
、
通
信
環
境
に
よ
り
現

地
で
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
）、
萩

城
跡
、
萩
藩
都
の
景
観
（
萩
城

下
町
）、
伊
藤
博
文
旧
宅
・
別
邸
、

旧
萩
藩
御
船
倉
、
旧
萩
藩
校
明
倫

館
（
南
門
側
）

※
各
史
跡
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
萩
青
年
会
議
所　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
３
３
）

萩反射炉に
設置してある
QR コード

萩反射炉横に設置された
QR コード

■
と
き　

９
月
９
日
～
12
月
２
日

の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
～
９

時
（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
程
度

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
代
表
中
嶋

（
０
９
０
・
７
７
７
８
・
５
７
５
９
）
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■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○アベンジャーズ/エイジ オブ ウルトロン

○インサイドヘッド
○ジュラシック・ワールド
○クレヨンしんちゃん
○野火
○海街diary
○向日葵の丘 1983年・夏

上映中〜9/4
上映中
上映中

8/15〜9/4
上映中〜9/4
9/5〜9/25
9/5〜9/25

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

９
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
～
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

９
月
４
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　

萩
市
在
住
の
選
手
を
含
め
日
本

カ
ヌ
ー
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手

が
多
数
参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
地
元

選
手
を
応
援
く
だ
さ
い
。

■
日
程

○
８
月
29
日
（
土
）

▽
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
表
彰
式　

午
後
２
時
～
２
時
30

分○
８
月
30
日
（
日
）

▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技　

午
前
10
時

～
午
後
２
時

▽
表
彰
式
・
閉
会
式　

午
後
３
時

～
３
時
40
分

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー

競
技
場
（
川
上
、
萩
阿
武
川
温
泉

公
園
そ
ば
）

■
主
催　

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
、
カ

ヌ
ー
競
技
全
国
大
会
萩
市
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

山
口
県
カ
ヌ
ー
協
会（
０
９
０
・
３

３
７
９
・
９
６
３
９
）
吉
村

萩
市
消
防
操
法
大
会

　

萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
21

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
日
頃
の
消

防
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
今

年
は
、
福
栄
方
面
団
と
須
佐
方
面

団
女
性
団
員
の
消
防
操
法
訓
練
披

露
も
行
い
ま
す
。

■
と
き　

８
月
30
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

橋
本
川
玉
江
河
川
公
園

■
内
容　

基
本
操
法
、
応
急
操
法

（
自
動
車
ポ
ン
プ
、
小
型
ポ
ン
プ
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

（
２
５
・
２
７
８
０
）

iS
krA

（
イ
ス
ク
ラ
）
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

渡
わ
た
な
べ部

紗さ

ら良
さ
ん
と
萩
市
出
身
の

長
岡
あ
ゆ
み
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

９
月
６
日
（
日
）
午
後

６
時
30
分
～
８
時
15
分
（
開
場
午

後
６
時
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ほ
か

■
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

長
岡
あ
ゆ
み
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
（
０
８
０
・
８
２
３
１
・
１
４

６
２
）

第
70
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

山
口
県
大
会

■
と
き　

８
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
合
唱
連
盟（
２
５
・
７
７
９

２
）
有
冨

大
河
ド
ラ
マ
館
に
ラ
イ
オ

ン
の
赤
ち
ゃ
ん
が
登
場

　

夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、
秋

吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
７
月
に

生
ま
れ
た
メ
ス
ラ
イ
オ
ン
の
赤

ち
ゃ
ん
が
ド
ラ
マ
館
へ
応
援
に

や
っ
て
き
ま
す
。
文
と
萩
物
語

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
文
に
ゃ
ん
」
も

登
場
し
、赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
ま
す
。

■
と
き　

８
月
20
日
（
木
）
午
前

11
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

大
河
ド
ラ
マ
館

※
見
学
は
、大
河
ド
ラ
マ
館
へ
の

入
館
（
入
館
料
大
人
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円
）が
必
要
。

※
９
月
30
日
ま
で
大
河
ド
ラ
マ
館

と
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
両
方

に
行
く
方
に
は
お
得
に
な
る
割
引

制
度
が
あ
り
ま
す
。萩
市
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

問
い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
９
）

■工事期間　８月中旬〜平成 28 年２
月下旬（予定） ①午前９時〜午後４時、
②午前８時 30 分〜午後５時（①、②
ともに夜間、工事休止日は開放）
■規制内容　①片側交互通行、②車輌
通行止（自転車、歩行者は通行可）

問い合わせ
下水道建設課（２５・４６５１）

通行規制にご協力を！

国道191号

玉江川

白水小 ●

白水橋
●楞厳寺

②

①

■下水道工事
（山田地区）



　

　

市報HAGI●2015（平成27）年８月15日号 16

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
18㊋、25㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

18㊋ 絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

25㊋
親子遊び「ぽっぽの会」（水遊び）
※水着持参 10:30〜11:30

発達相談日 11:00〜15:00

開催中〜8/27㊍
　　　姉妹都市交流展示 9:00〜 萩図書館

開催中〜11/1㊐
　　　写真展「明木中学校の思い出」 9:30〜 明木図書館

開催中〜8/28㊎
　　　夏休み放課後子ども教室 10:00〜 明木図書館

毎週㊎ まなぼう館で
　　　 レッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

19 ㊌  としょかん通信をつくろう 10:30〜 明木図書館

20㊍  お気に入りの本を紹介
 〜本の帯を作ろう〜 13:30〜 須佐図書館

21㊎、28㊎ 似顔絵教室 15:00〜　明木図書館

【休館日】 須佐図書館：17㊊、19㊌、24㊊、31㊊
   　　　明木図書館：17㊊、19㊌、23㊐、24㊊、31㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ
13:30〜福栄保セ
13:30〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　健康づくり教室
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
19㊌
20㊍
27㊍

田万川・須佐 地域

9:30〜弥富公民館
10:00〜田万川保健セ

9:30〜須佐保セ
10:00〜田万川保健セ

9:30〜弥富公民館
14:00〜須佐保セ

　弥富ウエルネス教室
　健康ちょきん教室
　元気もりもり体操会
●すくすく相談
　介護予防教室
　みんなの健康運動教室

17㊊
18㊋
20㊍

25㊋
28㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667

19㊌
26㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00〜
13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ

13:30〜御許町公会堂
13:30〜越ケ浜介護予防センター

9:30〜萩市保セ

11:00〜中央公園
9:30〜市民館、総合福祉セ

10:00〜相島いきいきセンター
9:30〜萩市保セ

13:30〜堀内公会堂

毎週㊋
毎週㊍
17㊊
19㊌
20㊍
21㊎

23㊐
26㊌
27㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　御許町健康教室
　越ケ浜グッドヘルス
●10か月児相談
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　健康フェア
　相島おやこクッキング
●5か月児相談
　堀内健康教室

16㊐
•萩市民バスケットボール大会　8:10〜市民体育館
•山口県知事旗レディースソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　　9:30〜萩スポーツ広場

20㊍

•萩市長杯争奪バレーボール大会（高校の部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
•川上地域職域ソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　　18:00〜川上中グラウンド                                                                          
•ニュースポーツ教室　　　　　　19:00〜萩武道館
•福栄地域壮年ソフトボール大会
　　　　　　　　　　　　　　19:30〜福栄グラウンド                           

21㊎ •むつみ地域　ふれあいソフトバレーボール大会
　　　　　　　19:30〜むつみB＆G海洋センター体育館

22㊏

•会長杯争奪大会兼西日本軟式野球大会（B級）
　（8/23、29、30、9/5、12）　　　　8:30〜萩スタジアム
•萩地区中学校新人ソフトテニス大会
　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜萩市テニスコート
•萩サマーチャレンジ交流大会（女子の部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
•カヌー教室　　　　　　9:00〜阿武川温泉公園

23㊐ •会長杯争奪卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
24㊊ •中学・高校団体対抗卓球大会　9:00〜市民体育館

29㊏

•山口県体育大会兼山口県知事杯軟式野球大会　
　（学童）（〜30、9/5）　　　　9:00〜萩スポーツ広場
•萩サマーチャレンジ交流大会（男子の部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
•カヌー（ワイルドウォーター、スラローム）ジャパン
　カップ（〜30日）　　　　　9:30〜阿武川特設カヌー競技場

30㊐

•むつみ地域桃太郎杯軟式野球大会
　　　　　　　　　　　　　　8:30〜むつみグラウンドほか
•福栄地域球技大会　　8:30〜福栄グラウンドほか
•萩近郷少年柔道大会　　　　9:00〜萩武道館
•朝日レディースバレーボール大会　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
20㊍ ピヨピヨ「おまつりごっこ」 10:30〜11:30
22㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
27㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
28㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

29㊏「ぴーかーぶー」のおはなし会
（子ども図書館） 15:00〜

9:30〜川上保セ
10:00〜旭マルチメディアセ

10:30〜旭活性化セ

　川上運動教室
●乳幼児相談　
　あさひ健康運動教室

17㊊
19㊌
25㊋

地域川上・旭
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情報カレンダー日月火水木金土
1

32 5 6 7 8
11

17 18
9 1314 1512
16 21 2220
10

24 25262723
19

4

28 29
30 31

※小児科は、22日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後5時〜翌朝8時
　土曜の当番は、正午〜翌朝8時
　日曜・祝日の当番は、午前8時〜翌朝8時
　歯科は午前9時〜正午、午後1時〜3時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

AM8:30〜PM5：30

阿北地区
休日当番医

16日㊐
23日㊐
30日㊐

［内科］
［内外科］
［内外科］

須佐診療（須佐）
齋藤（阿武町）
休日急患診療セ

08387・6・2540
08388・2・2838
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊐
○シャッタークラブだいだい写真展 〜17日　　　　　　（9:00〜/市民館第1会議室） 内科・歯科（外科）
○木村浩子絵画展（障がい者による絵画展） 〜17日　　　　（9:00〜/市民館小ホール）休日急患診療センター（椿）26・1397

17㊊
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 波多野（堀内） 25・2788

18㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

19㊌
○年金出張相談　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/須佐総合事務所）外科 MP萩（堀内） 24・0082

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

20㊍
●行政相談　　　　　　　　　　　（10:00〜/むつみコミュニティセンター、 外科 兼田（吉田町） 22･1113

13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 柳井（橋本町） 22・0748

21㊎
●やまぐち地域連携教育研修会 （9:00〜/市民館大ホール）外科 都志見（江向） 22・2811
●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020
○萩市学校教育研究発表大会 （13:00〜/市民館大ホール）

22㊏
○むつみ夏まつり　　　　　　　　　　　（10:30〜/むつみコミュニティセンター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
小児科 いわたに（椿東） 24･2100

23㊐
●萩市健康フェア　　　　　　　　　（9:30〜/市民館小ホール、総合福祉センター） 内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

24㊊
●人権教育指導者養成講座③ （14:00〜/市民館小ホール）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 市原（塩屋町） 22･0184

25㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/弥富老人憩の家）外科 田町（東田町） 24・1234
●人権教育指導者養成講座④ （14:00〜/市民館小ホール）内科 波多野（堀内） 25・2788
○たまがわ夏まつり （17:00〜/江崎漁港弁天公園）

26㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

27㊍
●萩市消費者セミナー （13:30〜/市民館小ホール）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

28㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

29㊏
○特別展 木版画家 立原位貫 〜9/27 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 都志見（江向） 22・2811
○カヌーワイルドウォータージャパンカップ　（11:00〜/阿武川特設カヌー競技場）内科 柳井（橋本町） 22・0748
○萩城の夕コンサート 9/5（悪天候の場合、翌週に変更）　　（19:00〜/萩城天守閣跡）

30㊐
○山口県総合芸術文化祭・合唱コンクール山口県大会　（9:30〜/市民館大ホール） 内科・歯科（外科）
○カヌースラロームジャパンカップ　　　　　　　（10:00〜/阿武川特設カヌー競技場）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩市消防操法大会　　　　　　　　　　（12:30〜/橋本川玉江河川公園）

31㊊
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

1㊋

  2㊌
●9月萩市議会定例会 〜18日　　　　　　　　　　　（10:00〜/萩市議会議場）

9

16 →31日 日

8月
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※7月16日〜7月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成27年7月末日）
人口／50,970人（前月比+19）
男／23,447人（前月比+22）  女／27,523人（前月比ー3）
世帯数／24,095世帯（前月比+42）  出生／25人  死亡／72人

【プロフィール】
道の駅 うり坊の郷 katamata

（運営 /うり坊の郷 katamata　下瀬駅長）
平成15 年オープン、年間来場者数約13 万人。
駐車場 33 台（普通車 31台、大型２台）
営業時間：午前８時〜午後５時
休館：年末年始（１２月３１日〜１月３日）
住所：萩市大字片俣１２４４－７
電話：０８３８８・８・０１１４

◀しし肉の
　焼肉用盛皿

　７月28 日、小川地区の復興のシンボルとして、小
川交流センター「みのり」が竣工。地区に伝わる県指
定無形民俗文化財「友

とものぶ

信神楽舞」が披露されるなど、
地区のコミュニティの交流拠点としての新たなスタ
ートを祝いました。
　笑顔で「みのり」あるような交流が進むよう、一日
も早い復旧・復興に皆さんとともに取り組みます。

小川交流センター「みのり」、復興
のシンボルとして新たにスタート
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